
Ⅰ　自動測定轢器等の精度に関する研究（サンプリング部）

埠殊公害科　　北野　拓■五井邦宏。湯沢修二

（昭和5　5年度環境庁委託業務結果報告書）

＜概　　要＞

常時監視測定において広く使われている試料導入部位が、試料ガスに及ぼす影響を知るために、実験室で標準試料

ガスを調整して試験を行った。

導入管、分配管、フィルターの材質（エチレン、ガラス、ステソレス）、形状（内径、長さ）について、試料ガス

の種類（NO、NO2、SO2）、濃度（25㌦100ppb）、温度（10㌦35℃）、湿度（≦10㌦75喀）を変

えて調べた。

その結果、試料導入部は内壁の汚れ、濡れなどの平衡状態に達するのを極端に妨害する要因さえ除けば、十分なエ

イジィソグを行うことにより、試料ガスに実用上問題となる影響を与えないことが明らかになった。

‡　ホルムアルデヒド発生源等調査

特　殊　公　害　科

（昭和5　5年度環境庁委託業務結果報告書）

＜概　　要＞

昭和55年度に、ホルムアルデヒドの排出実態を明らかにするため、塗料製造工場および樹脂製造工場を対象に、

これら施設からの排出濃度、敷地境界濃度等の詞査を行った。

その結果、発生源、敷地境界等の濃度が把握できた。また、測定における問題点も明らかにできた。

Ⅲ　排出基準等設定調査（ばいじん処型装置の部分集じん率調査）

大　　　気　　　科

（昭和55年度環境庁委託業務結果報告書）

く概　　要＞

ばいじん処理装置の粒径別の集じん率及び重金属成分を明らかにする目的で調査を実施した。調査対象は、木くず

ボイラー2施設（電気集じん装置、マルチサイグロソ）、骨材乾燥炉1施設（バグフィルター）、及び廃棄物焼却炉

2施設（電気集じん装置）で、木くずボイラーの1施設（マルチサイタロソ）を除いて、ぱいじんの集じん効率はい

ずれも99痴以上の高率を示したが、金属の成分によってば、部分集じん効率に若干の変化が見られた。ばいじんの

粒径分布パターンは、施設によって一山型、二山型等の差が認められ、また、金属は、成分によって様々な挙動を示した。

Ⅳ　キュポラから発生するばいじんの特性について

長田泰宣・水上和子・新井真杉・川瀬善一

第21回大気汚染学会発表（1980．11）

－　講　演　要　旨　集　－

＜概　　要＞

キュボラから発生するばいじんの粒径分布、存在形麿等を、発生源、周辺環境において調査した。排ガス中のばい

じんと、重金属の粒径分布パターソは、よく似た憤向を示し、おおむね小粒径になるはど頻度が上昇した。また、周
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辺環境における浮遊ふんじんは、工場の敷地内外とも二山型の億向を示したが、敷地内ふんじんでは大粒径例のピー

クが相対的に高かった。また、金属では、特にFeの粒径分布に敷地内外で著しい差を認められ、敷地内のピークが

特徴的に高かった。

堆積物の存在形態は、集塵機内ではFe30。及びその固溶体が主体であったが、作業環境では、α－SlO2、CaC03

等が主体であった。更に、電気炉より発生するばいじん、ふんじんについても存在形態の調査を行ったが、キュポラ

のそれと、著しい差は認められなかった。

Ⅴ　ディーゼル車の走行状態と汚染質排出量の関係

大気科　　小川和雄・梅沢展夫＊・越正　毅＊＊

第21回大気汚染学会発表（1980．11）

一　講　演　要　旨　集　－

＜概　　要＞

大気汚染の主役になりつつある大型直噴式ディーゼル車の走行状態が、汚染物質排出量にどのように影響している

かを明らかにするため、県内道路の走行調査によって選びだした代表走行パターソをもとに、シャーシダイナモ上で

NOx等汚染物質排出量の測定を行った。

その結果、NOx、CO、HCは平均車速と高い相関関係があり、低速はど増加する億向がみられた。

また、低速克行ほど荷物積載量の影響が強くあらわれるという結果がみられた。

＊　環境部大気保全課

＊＊　東京大学生産技術研究所

Ⅵ　光化学二次生成物質調査

特殊公害科・大気科

（昭和55年度環境庁委託業務結果報告書）

く概　　要＞

光化学大気汚染健康影響のうち主として眼刺激症状の原田物質といわれる光化学二次生成物質の実態調査を行った。

昭和55年8月から9月にかけての4週間、浦和〔県公害センタ【）における大気中のパーオキシアセ寧テルナイトレー

ト、アセトアルデヒド、ガス状硝酸及び浮遊粉じん中の硫酸根を測定した。

詞査期間中は記録的な冷夏となり、降雨日も多く、高濃度オキシダントの出現はみられなかったが、各二次生成物

質や他の汚染質、気象要素について相互関係を調べたところ、も1くつかの知見を得た。

Ⅶ　タチビルケイ藻Cymbella ventricosaの分類学的検討（2）

河川水質料　須貝敏英・福島　博＊

日本水処理生物学全寮17同大会発表（】980．10）

く概　　要＞

淡水藻類を指標生物として、水質の汚濁状況を調査する場合まず必要なことは、種の正確な同定である。そのため

には、これまで用いられている学名が正しいか、これまで分額に用いられても1たCrlterl乱がそのまま用いられる

かどうかというような分質学的検討が必要となる。汚水生物学の基礎的な研究の一端として今回は、かなり分類の混

乱しているCymbella ventrlCOSaについて、370個体の顕微鏡写真によってその形態を観察し、過去の研究

者のデーターーと比較したところ、同じtaxon　と考えられるものでも、大きさ等の測定値にかなり差があり形態変異

も大きいことが明らかになった。

＊　東京女子体育大学
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Ⅶ　羽状ケイ藻Navicula peregrina　董・min倶の分類学的検討

河川水質料　須貝敏英・福島　博ミ寺尾公子ミ印東弘玄＊

日本藻類学会第5回春季大会発表（1981．3）

＜概　　要＞

NavICula pereg■rlna f・mlnOr KOLBEはNavICula kefvlng■enSIS EHR・NavICula pereg－rlna

var．kefvlngenSIS（EHB．）CLEVEのシノニムであるとする研究者がおり（SCHMIDT1876）、さらにこの

品種を基本種のシノニムであるとする研究者もある（M工LLS1934）。埼玉県都寒川と青森県浅瀬石川でえた個

体群は、いずれもケイ殻の外形はほぼ按針形で両端部は突出し、債条線は中央部で放射状をなし先端部は収れんする。

軸域は狭い線状で中心域は横に長い矩形か楕円状矩形であった。このtaxonに用いる種名を検討するために、その

形態について報告した。

＊　東京女子体育大学

Ⅸ　荒川の底生動物と水質について

河川水質料　粕谷敏明・伊藤誠一郎・杉崎三男・和田雅人・野辺　博＊

第了国環境保全。公害防止研究発表会発表（1980．12）

＜概　　要＞

1979年5月と8月の2回にわたり、荒川の本流を中心として10地点を選び、底生動物と水質について調査を

実施し、生物学的に汚濁評価を行った。生物学的水質判定法としては、優占種による方法、ペックの生物指数、ザプ

ロビ指数、・シャノンの多様性指数を用いた。

荒川の水質は比較的清浄であり、BO工）は0．3㌦6．1ppln（2回の平均）であった。各詞査地点の底生動物相は、

下流の秩ケ瀬堰を除いて、水生昆虫が豊富で、特に蝉輯目と毛超目が多く見られた。水質の生物学的汚濁評価につい

ては、各判定法の問で多少の差異はあるが、判定結果を総合すると化学分析による水質評価とほぼ同様の結果を得た。

Ⅹ　ラ可川の生物学白勺調査

河　川　水　質　料

≦可川の生物調査報告書

荒川水系における生物相と水質についてⅡ一昭和54年度

く概　　要＞

河川の生物調査は、化学分析による水質の調査と並行して毎年実施してきた。昭和54年度は、前回の昭和51年

と同様、荒川の本流を中心に10地点を選び、水質の化学分析と生物相（付着藻類と底生動物）について詞査を行っ

た。水質の化学分析については、通常の河川同様、上流から下流に向って徐々に汚れている債向が見られる。生物相

から各地点の水質を判定すると、最上流の「川又」は清浄であり、中流の「秩父」付近からやや汚濁が始まり、下流

の「秩ケ麻」では自浄作用のためか少し回復しているという結果が得られた。
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